
■１，近況・経過報告 ■ 

 

あたらしいフェーズに移行中？ 

 昨年の【情報 No.23】発行以降の動

きを簡単にご紹介させていただくと、

我ら NPO 法人炭鉱の記憶推進事業団

も、日本遺産「炭鉄港」とともに新し

いフェーズに移行しつつあることを感

じています。その一端をご紹介すれば、

NPO 法人炭鉱の記憶推進事業団とし

て、これまで接点のなかったイオン岩

見沢店での「岩見沢の鉄道と炭鉱の歴

史パネル展（前期）」、「《ここにも？あ

れも⁉️炭鉄港》パネル展（後期）」等の

長期にわたる実施依頼や、新たに岩見

沢市に無印良品が出店する際の店舗装

飾に“地域の歴史としての炭鉄港の要

素”を取り入れるための協力など、これ

まであまり考えたこともないような依

頼・連携が発生しています。 

また学校授業協力や地域団体等から

の依頼も一段と増加していると共に、

2023 年度に 15 回にわたって開催した

「ぷらぷらまち歩き」も、魅力的なコ

ンテンツになればなるほど参加者が増

え、多いときには 70 名前後の参加者に

恵まれるなど、これまで吉岡前理事長

を始めとする多くの関係各位の努力が

形になりつつあることを感じています。 

このぷらぷらまち歩きや奔別炭鉱ゲ

ート開放等で顕著に感じることは、本

州からや、道内でもかなり遠方の方の

参加も増えています。これは元来のフ

ァンの皆様が存在すると同時に、新た

に炭鉄港の価値が多くの層に認知され、

私達が目指す「目的地」として機能し

始めたことの表れと捉えています。い

よいよこれまでの「炭鉱関連遺産を始

めとする地域の産業遺産」、「炭鉄港の

ストーリー」の魅力を世に拡げる時期

から、それらを編集し、より多くの関

係人口を生むべき“まちづくり”の器と

して新たなフェーズに入って来たと確

信しています。 

 

まちづくり講座の開催 

これらの動きもあり、昨年 11 月より

〈『活かす炭鉄港』まちづくり講座〉を開

催しました。 

講師はまちづくりのスペシャリスト

として、当 NPO 顧問であり札幌学院

大学名誉教授の太田清澄先生。炭鉄港

に関連する地域から 16 名にご参加い

ただき、全 5 回の開催で活発な議論が

展開されました。まだまだ大きな結論

が出る状況にはありませんが、この動

きを大切にし、継続することで実践的

な成果を導いていけたらと考えていま

す。これらは 3 つの関連事業として展

開しましたが、そのうちの大きな集大

成として 12 月に〈『学ぶ』炭鉄港フォー

ラム〉を開催しています。 

この様子は会員ページではフルでご視聴いただけ

ますので、ぜひ炭鉱の記憶 YouTube チャンネル

にてご覧ください。（一般公開はダイジェスト版） 

 

 

■２，会員特典強化■ 

 

会員拡大継続中！ 

私達 NPO 法人にとって、会員の皆

様のお力添えは絶大な力になります。

ひとつはもちろん会費収入となります

が、それ以上に社会的意義を重視する

まちづくり団体として、一人でも多く

の会員に恵まれることは、その活動の

方向性に誤りがないことの証明でもあ

ると感じています。すなわち、共に地域

活性化に取り組む同志という位置づけ

になるものと考えられます。そこでこ

れらの活動に賛同いただける方々に少

しでも恩恵を得ていただこうと会員特

典制度の充実を図っています。例えば

入会時にすでに正会員費（3,000 円/年）

の大半のもとが取れてしまう会員グッ

ズの提供や、非公開 YouTube 動画等が

見られる会員専用ページの利用。当

NPO が主催する催しの会員割引や会

員先行受付などとなります。特に会員

先行受付に関しては、色々と催しを展

開するたびに参加者が増えていく昨今

の傾向の中で、人数制限を設ける際は

まずは会員の皆様から受付を行う取り

組みです。直近では 5 月に開催した〈ぷ

らぷらヤマ歩き SPL～万字炭鉱跡を巡

る〉を実施しましたが、これは炭鉱遺構

を擁する土地所有者の正式な立ち入り

許可と、ガイドとして、界隈で非常に有

名な〈スケキヨ氏〉に依頼したことで、

受付開始から 24 時間を待たずして締

め切りとなりました。6月末には会員研

修として羽幌バスツアーを実施。これ

もあっという間に定員に達するなど、

人気の高い催しは、まずは会員の皆様

からご案内させていただき、万が一空

きがあれば一般参加を受け付ける方向

で今後も進行していきたいと思ってい

ます。このようなことから、会員の皆様

にはぜひ更新の継続と、更なる会員拡

大にお力添えを賜れわば幸いです。 

〈下表：直近 5ヶ月の変化〉 

2023年 12月末 2024年5月末現在 

一般会員 293名 一般会員 322名 

運営会員  58名 運営会員  58名 

賛助会員 28団体 賛助会員 29団体 

 

 

■３，今後の予定■ 

*現時点での予定につき変更可能性あり 

◇6月 29日（土）会員研修 in羽幌 

〈受付終了〉羽幌炭鉱跡周辺を貸切バ

スにてガイド付きで巡ります。 

◇７月２７日（土）炭鉱の灯り 

朝日炭砿閉山５０周年の節目になるこ

とから、日本遺産構成文化財「朝日駅舎」

周辺で開催。朝日炭砿に縁のアーティ

ストによるアコースティックライブや、

特別ゲストに朝日出身の著名な詩人ヤ

リタミサコさんの朗読などを予定。 

◇８月 11日（日）山の日ぷらぷら 

暑いので早朝で計画中です。どこのズ

リ山？？？場所はお楽しみに！ 

◇8 月 17 日（土）そらち炭鉱の記憶マ

ネジメントセンター15周年記念 

センターにて気軽に楽しめる場を提供

する予定です。ぜひご来館ください。 

◇8月 31日（土）夕張鉄道系イベント 

夕張市石炭博物館で開催中の「夕張鉄

道創立 100 年」に関連したイベントを

博物館にて開催予定。 

◇９月８日（日）炭鉄港フォーラム 

東京大学名誉教授：地質学者の木村学

氏を講師としたフォーラム＆トークセ

ッションを開催予定。 

◇9月14（土）、15日（日）情熱フェステ

ィバル出店 

昨年も開催した炭鉄港めしエリアに

NPO ブースが出現します。 

◇11月？会員研修 in九州 

炭鉄港と関わりの深い薩摩を含む九州

炭鉱巡り！会員の皆さまと共に見学・

研修の機会を設ける予定です。ぜひ準

備しておいてください！ 

◇12月？炭鉄港日本遺産認定 5周年 

炭鉄港推進協議会主催で日本遺産認定

5 周年記念のフォーラムを開催予定。 

◇随時実施 

ぷらぷらまち歩き等はスペシャル開催

を含めて随時開催していきます。今年

も楽しい企画となる予定です。最後に

は〈ぷらぷら打ち上げ！〉もぜひやりた

いと思っています。 

◇その他：盛りだくさんで進行します！ 

石蔵展示やセミナー、各種催し等、まだ

まだ色々と準備中です。ぜひホームペ

ージや SNSをチェックしておいてくだ

さい。そしてホームページは現状で

「NPO 法人炭鉱の記憶推進事業団」並

びに「そらち炭鉱の記憶マネジメント

センター」の 2 つのホームページが並

行して稼働中ですが、近々より見やす

くリニューアル予定です。会員専用ペ

ージの充実も含め、是非お楽しみに！ 

[新 URL] https://soratan.or.jp/ 

（会員専用ページのパスワードはメールにて

配信しています。会員の方でもし届いていな

い方はお問い合わせください） 

 

■４，夕張市石炭博物館のご案内■ 

 

特別企画展 絶賛開催中 

当 NPO が指定管理者として運営して

いる夕張市石炭博物館の今年の特別企

画展は「夕張鉄道創立１００年」をテーマ

に絶賛好評開催中です。また常設展示

も更新しています。更には夕張市内を

点ではなく面として捉えていただける

様にハンカチ広場やメロン市場等との

連携でお得な割引等も実施中！ぜひ足

を運んでいただければ幸いです。 

2024年 3月オープンの無印良品岩見沢店に「炭鉄港」に関連する備品やロゴーマークが設置されてい

ます。備品等は奔別のホッパーや夕張市所蔵品の借用など各位のお力添えと正式な許可の下でご提供

させていただいています。 

理事長 平野義文 No.024 
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旧石炭の歴史村ガイドツアー 

７～９月の間、月に１度、石川館長に

よる歴史村敷地を巡るスペシャルガイ

ドツアーを実施予定です。他にも様々

な企画を準備しておりますので、是非

HP をチェックしておいてください。 

 

模擬坑道の復旧について 

2019 年に火災となった模擬坑道の

復旧工事も進み、現在は最後のスプリ

ンクラー設備の設置工事が進行中です。

契約工期を考慮すると年内の再開は難

しく来春からの再開になる見込みです。 

 

博物館のファン獲

得の一助に？夕張

石炭の歴史村のマ

スコットキャラク

ター「ゆうちゃん＆

ゆうこちゃん」の

LINE スタンプを作ってみました！知

ってる人には懐かしい、知らない人に

は新しい！ぜひ活用いただき、夕張市

石炭博物館を PR していただければ幸

いです。 

 

 

 

 

《事業報告 2023（抜粋）》 
2023 年 1 月 1 日～12 月 31 日 

※活動計画に対する達成度：○＝達成 △＝途

上 ☓＝未了     

※拠点の略称：MC＝マネジメントセンター、CM

＝夕張市石炭博物館 

 

■出版事業 

×できませんでした 

■動画配信事業 

〇2022 年に実施したぷらぷらまち歩

きを振り返り配信を 9 本と、吉岡前理

事長の追悼番組を 1 本実施。この他に

炭鉄港検定事前 WEB 講座 3 本、炭鉄

港ニュース夕張編 5 本などを配信。チ

ャンネル開設後、視聴回数 2 万 4 千回

超、登録者数 350 名弱。 

■炭鉱遺産事業 

〇「ぷらぷらまち歩き」を実施 

全 15 回＋1、延べ人数 464 名参加 

〇奔別立坑周辺の利活用に向けた取組 

〈奔別炭鉱敷地公開〉 

GW3回、８月５回 延べ 821名参加。

内ガイドツアー参加者 391 名。 

〇「炭鉱の灯り」旧三笠駅舎で実施 

〇各種活動団体等との連携強化 

炭鉄港に関係する団体との取組増。 

「銀の馬車道・鉱石の道」連携と交流

事業参画／空知シーニックバイウェイ

審査団視察訪問／全国町並みゼミ小樽

大会分科会パネリスト参加／他多数 

■学術支援事業 

○歴史的経緯を踏まえた鹿児島との交

流継続に向けた取り組み 

太田清澄氏と島津忠裕氏の 2 名が当事

業団の顧問に就任／5 月島津興業社長

来岩／9 月平野理事長鹿児島訪問 

〇地域シンクタンクとしての展開 

太田顧問講師による「まちづくり講座」

／シビックプライド探求部による「ま

ちづくりゼミ」／「聴く炭鉄港」ピア

ノコンサート開催／「学ぶ炭鉄港フォ

ーラム」開催 

〇教育機関との連携 

受け入れ、講演、現地ガイド等におい

て、市内外１5 校、延べ 525 名対応 

■市民団体連携事業 

〇《炭鉄港》などを通じた他管内の機

関・団体との連携⇒来訪や講演、ガイ

ド等対応 10 団体延べ 674 名 

〇国内外の関係者・団体への対応 

炭鉱や《炭鉄港》について問い合わせ

や取材など、多様なアクセス対応。JR

東日本「大人の休日」取材／NHK 番組

取材奔別同行／札幌ストリームホテル

炭鉱めし相談／等、全 12 団体対応 

■拠点活動事業 

○そらち炭鉱の記憶マネジメントセン

ターの質的充実 

マネジメントセンター入館者 23 年 1

月～12 月 4,446 名。ガイダンス対応

のほか気軽な立寄り場として機能 

×会員による運営支援の試行 

  実施できず 

○石蔵での企画 

岩見沢三十六景スケッチ画展／撮りフ

ェス in 室蘭 2022 受賞作品展／石蔵ラ

イブ／北海道遺産巡回写真展 

〇その他 

第二回炭鉄港検定＆炭鉄港講演実施／

イオン岩見沢店「岩見沢の鉄道と炭鉱

の歴史」、第二弾写真パネル展「ここに

も？あれも？炭鉄港」実施 

■ヘリテージツーリズム事業 

△東武トップツアーズ、炭鉄港推進協

議会等から、炭鉱跡地ガイドツアーや

まち歩きツアーの企画相談対応 

■石炭博物館事業（ダイジェスト） 

〇指定管理業務の着実な実施 

吉岡前館長の急逝に伴う運営体制見直

し（石川館長ほか理事の交替助勤体制、

地域おこし協力隊員派遣継続）。石炭博

物館の 5 年間の指定管理者更新の初年

度。有料入館者数の目標は 13.9％下回

る⇒コロナ禍明けで多様な観光資源へ

の分散が進んだことに加え模擬坑道再

開延期による夕張来訪意向の相対的低

下の可能性あり 

〇博物館の質的充実に向けた展開 

特別企画展「炭鉄港 リ・スタート」等

の開催／「館内無料ガイドツアー」の

実施、「七夕の願い」、「パペットゆび人

形」など、石炭、夕張、炭鉄港の情報発

信拠点として多様な取り組みを開催。

その他、各種団体等の催事への参加・

協力、メディア取材受け入れを実施。 

■会務 

△会員サービスの充実 

会員限定の動画視聴設定完了。イベン

ト等での会員価格設定の達成。会員交

流会等を模索したが未達。 

△企業賛助会員の拡大 

積極的な企業周りができず。しかし増

える傾向で推移。 

○会員数  

2023 年 12 月末 総数＝379 名（昨年

より 36名増加・2022年末 343名、2021

年末 344 名）／運営会員＝ 58 名（昨

年より 5名増加・2022年末 53名、2021

年末 51 名）／一般会員＝293 名（昨年

より 27名増加・2022年末 266名、2021

年末 269 名）／賛助会員＝ 28 社（昨

年より 4社増加・2022年末 24社、2021

年末 24 社） 

〇新たな経営戦略と運営体制の検討 

それぞれの経験と知識を活かし、分担

して業務を行う事ができた。 

 

 

《事業計画 2024（抜粋）》 
 
■出版事業 

・炭鉄港公式ガイドテキストをベース

に新たなガイドブックの出版を目指す 

・夕張市石炭博物館公式ガイドブック

の出版を目指す 

■動画配信 

・当 NPO の活動を身近に感じていた

だくと共に、炭鉄港等の価値の向上に

資する YouTube 動画配信を継続実施 

■炭鉱遺産事業 

・ぷらぷらまち歩きの実施 

・奔別立坑周辺利活用に向けた取組み 

・各種活動団体等との連携 

■学術支援事業 

・歴史的経緯を踏まえ鹿児島との交流 

・地域シンクタンクとしての展開 

・教育機関との連携 

・日本遺産登録再審査に向けた支援 

・各種フォーラム等の開催 

・炭鉄港まちづくり講座の継続 

■市民団体連携事業 

・《炭鉄港》などを通じた他管内の機

関・団体との連携協力 

・国内外の関係者・団体への対応 

■拠点活動事業 

・そらち炭鉱の記憶マネジメントセン

ターの質的充実と認知度向上 

・会員による運営支援の試行 

■ヘリテージツーリズム事業 

・必要に応じた協力を実施 

■石炭博物館事業 

・博物館の体制強化 

・博物館の質的充実に向けた展開 

・模擬坑道再建への支援、再開準備 

・夕張市内の回遊・入込向上施策 

・特別企画展「夕張鉄道 100 年」ほか

各種展示及びイベントの開催 

・館内ガイド、まち歩き等の開催 

・教育関係行事等への支援・協力 

■会務 

・会員サービスの実施（会員特典の充

実、研修の機会） 

各種会員拡大に向けた取り組み 

・そらち炭鉱の記憶マネジメントセン

ター開設 15 周年記念事業の実施 

■理事選任 

本年は理事改選の年ではありませんが、

下記議案が提出、可決されました。 

熊谷隆文氏の理事退任に伴い、新理

事として松田建夫氏が就任。 

■５，総会報告 ■ 

202４.2.18開催 

■財務諸表■    

所感：夕張市石炭博物館の入館者が目標数を下回った影響もあり、

決算でマイナスが発生していますが、新年度は盛り上がりを見せ

ている日本遺産「炭鉄港」との相乗効果と、より一層の PR、夕張

市内連携構築を進め、来館者の増加を目指します。また、各種催し

やマネジメントセンターの運営に関しても、事業計画に基づき、

参加者・利用者に喜んでいただきながら経済的価値を生み出して

いけるよう様々に取り組みを進めます。どうかご支援ご協力のほ

ど、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 


